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２ 調査研究業務

２．１ 経常研究,受託調査研究,共同調査研究等課題一覧

委託元・共同研究機関区分 課 題 担当部 実施年度

１ 鹿児島湾水質の変動に関する研究 環境保健部 平17～21

鹿児島県薬剤師試験センター銀イオンによるレジオネラ属菌の消毒方法及び迅速検
サンケイ化学株式会社２ 査法の確立に関する調査研究 微 生 物 部 平17～19
鹿児島大学医学部細菌学教室

本県における食品中の過酸化水素含有量の実態につ
３ 食品薬事部 平15～17

いて

４ 降雨自動採取測定機による酸性雨モニタリング 大 気 部 平 1～

５ 環境大気中の揮発性有機化合物に関する地域特性調査 大 気 部 平16～18

６ 地下水汚染の解析に関する研究 水 質 部 平16～18

７ 内部被ばく線量評価調査 放 射 線 部 平 6～

８ ストロンチウム-90の分析法の比較検討 放 射 線 部 平17

川内環境監
９ 大気中放射性物質のモニタリングに関する研究 平17～19

視センター

１ 国設屋久島酸性雨測定所降水成分等調査 大 気 部 平 6～ 環境省地球環境局

水 質 部 昭59～
環境省総合環境政策局２ 化学物質環境汚染実態調査

大 気 部 平16～

３ 環境放射能水準調査 放 射 線 部 昭58～ 文部科学省研究開発局

厚生労働省科学研究費補助金（健康科学総合研究事 愛媛県立衛生環境研
１ 業）による「掛け流し式温泉における適切な衛生管理 微 生 物 部 平17 究所

手法の開発等に関する研究」

厚生労働省科学研究費補助金（新興・再興感染症研究 九州衛生環境技術協
２ 事業）による「九州地区における食品由来感染症の拡 微 生 物 部 平14～ 議会

大防止・予防に関する取り組みⅡ」

厚生労働省科学研究費補助金（新興・再興感染症研究
３ 事業）による「回帰熱，レプトスピラ等の希少輸入感 微 生 物 部 平17 千葉科学大学

染症の実態調査及び迅速診断法の確立に関する研究」

４ 厚生労働省科学研究費補助金による「輸入食品の寄生 微 生 物 部 平17 国立感染症研究所
虫汚染制御に関する緊急研究」

厚生労働省科学研究費補助金による「健康危機発生時
５ の地方衛生研究所における調査及び検査体制の現状把 微 生 物 部 平17 岡山県環境保健センター

握と検査等の制度管理体制に関する調査研究」

経

常

研

究

受

託

研

究

共

同

研

究

２．２ 調査研究内容

２．２．１ 環境保健部

（１） 鹿児島湾水質の変動に関する研究

鹿児島湾の水質は平成10年度以降CODが悪化傾向を示

しており，その原因を究明し，対策を講ずることにより

環境基準の達成を図り，鹿児島湾の良好な水質を保全す

ることを目的とする。

平成17年度はCOD悪化の原因調査の一環としてプラン

クトン調査，栄養塩類の調査，下水道終末処理場放流水

の水質調査を行った。

２．２．２ 微生物部

（１） 銀イオンによるレジオネラ属菌の消毒方法及び

迅速検査法の確立に関する調査研究

24時間風呂２台を設置し，入浴を行いながら一般細

菌数の動向と銀イオンによる消毒効果試験を実施した。

さらに，実際の温泉施設の協力を得，銀イオンによる

消毒効果を調査した。

また，迅速検査方法の確立は，濾過濃縮･酸処理の

培養法とリアルタイムPCRの結果を比較検討した。

（63頁）

（２） 厚生労働省科学研究費補助金（健康科学総合研

究事業）による「掛け流し式温泉における適切

な衛生管理手法の開発等に関する研究」

掛け流し温泉を対象として、源泉貯湯槽のバイオフ

ィルム調査、病原微生物汚染の実態調査を行った。

（３） 厚生労働省科学研究費補助金（新興・再興感染

症研究事業）による「九州地区における食品由
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来感染症の拡大防止・予防に関する取り組みⅡ」

PFGE（パルスフィールドゲル電気泳動）について，

九州地区各地研で共同研究を実施した。PFGEの機関間

差をなくするため，条件等の微調整を行った。また，

レジオネラ属菌PFGEのデータベースを蓄積した。さら

に，カンピロバクターのPFGEプロトコールの検討を行

った。

（４） 厚生労働省科学研究費補助金（新興・再興感染

症研究事業）による「回帰熱，レプトスピラ等

の希少輸入感染症の実態調査及び迅速診断法の

確立に関する研究」

ボレリア感染症に関して，東アジアに広く分布する

近縁種（新種）の感染症が輸入Borrelia valaisiana

例として見出され，国内南西諸島に分布域が及んでい

ることから調査を行った。

（５） 厚生労働省科学研究費補助金「輸入食品の寄生

虫汚染制御に関する緊急研究」

養殖魚を対象としたアニサキス幼虫検査マニュアル

の作成に協力した。

（６） 厚生労働省科学研究費補助金「健康危機発生時

の地方衛生研究所における調査及び検査体制の

現状把握と検査等の精度管理体制に関する調査

研究」

バイオテロ等健康危機発生時の電子顕微鏡的ウイル

ス検査の精度管理に参加した。

２．２．３ 食品薬事部

（１） 本県における食品中の過酸化水素含有量の実態

について

1998年に，国立医薬品食品衛生研究所が，生鮮食

品中の過酸化水素含有量実態調査を行ったが，産地

により過酸化水素含有量に差のある可能性があった。

そこで，しらす干しなど本県特産品の，安全かつ安

定的な流通に質するよう，県産の生鮮食品中の過酸

化水素含有量を測定し，国の検査結果と比較検討す

るための補完的な実態調査を平成15年度から３か年

計画で行った。

平成17年度は，野菜類の過酸化水素含有量の実態

調査を行った。

詳細は，調査研究報告に記載する（83頁）。

２．２．４ 大気部

（１） 降雨自動採取測定機による酸性雨モニタリング

酸性雨の地域特性を明らかにするために，環境保健

センターに降雨自動採取測定機を設置し，pＨ，電気

伝導率，降雨量の自動測定と，本機器で２週間毎に採

取した降水のイオン成分分析を行った。

pＨについては，年平均pＨ4.6(月平均pＨ4.0～

5.1）であった。

イオン成分については，以下の表１のとおりであっ

た。

（２）国設屋久島酸性雨測定所降雨成分等調査

屋久島における，降水の実態を把握し，生態系等へ

の影響について基礎データを得るため，降水自動採取

測定器を設置し，湿性降下物の成分分析を行った。

平成16年度の調査結果は，pＨについては年平均値

pＨ4.78（月平均pＨ4.25～5.16），各イオン成分の

年平均については，nss（非海塩性）-SO は 9.7４
２－

μmol/L，NO は9.9μmol/L，Cl は229μmol/L，３
－ －

NH は9.2μmol/L，nss-Ca は1.6μmol/L，Na は4
＋ 2+ ＋

190μmol/L，K は4.6μmol/L，Mg は22.1μmol/Lで＋ ２＋

あった。

表１ 酸性雨のイオン成分濃度

(環境保健センター)

（単位：μmol/L）平成17年度

年平均 月平均

nss-SO 17.3 10.1～ 27.2４
２－

NO 12.7 9.7～ 22.6３
－

Cl 41.8 19.2～ 117.6－

NH 15.1 10.0～ 26.14
＋

nss-Ca 6.2 2.1～ 16.22+

Na 29.9 10.9～ 52.2＋

K 0.7 0.0～ 1.8＋

Mg 4.2 2.9～ 6.6２＋

（３） 大気環境中の揮発性有機化合物に関する地域特

性調査

県内における大気環境中の揮発性有機化合物（以下

「VOC」という。）の汚染状況を把握するため，平成

16年度からキャニスター法にて調査を実施している。

また，現在PRTR法に基づき，事業者は大気中へのVOC

排出量の届け出が義務づけられ，PRTR法によるVOC排

出量の地域別集計データが取りまとめられている。実

測データとPRTR法による地域別集計データの関連性を

解析し，VOCに係る地域特性を明らかにすることとし

ている。

平成17年度は，薩摩川内市５地点，出水市２地点及

び鹿児島市喜入町１地点の計８地点で春夏秋冬に９物

( )鹿児島県環境保健センター所報 第７号 2006
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質の測定を実施した。

詳細は，調査研究報告に記載する（93頁）。

２．２．５ 水質部

（１） 地下水汚染の解析に関する調査研究

地下水汚染が認められる地域の地下水のイオン成分

等を測定し，水質解析を行い，土地利用や事業場の立

地状況等から汚染原因の推定を行う。

平成17年度は，曽於市（旧末吉町及び旧財部町）の

20地点で地下水を調査した結果，一部に環境基準を超

える汚染が見られた。

詳細は，調査研究報告に記載する（114頁）。

（２） 化学物質環境汚染実態調査

環境省が行っている，化学物質環境汚染実態調査の

うちの初期環境調査(薩摩半島西岸のスズキ），詳細

環境調査(薩摩半島西岸のスズキ），暴露量調査(天降

川及び五反田川の水質)，モニタリング調査(天降川の

水質・底質，五反田川の水質・底質，薩摩半島西岸の

スズキ）について調査を行った。

２．２．６ 放射線部

（１） 内部被ばく線量評価調査

１） 食品中放射能調査

県民の内部被ばく線量を推定するための基礎データ

を得ることを目的として，県内の農作物等食品試料中

のストロンチウム-90等の放射能濃度を調査している。

平成17年度は，実えんどう，きびなご等８品目につ

いて調査を行った。

調査の結果，一部の試料でストロンチウム-90，セ

シウム-137が検出されたが，特異なものではなかった。

また，プルトニウムはすべての試料で検出されなか

った。

結果については，調査研究報告に記載する（118

頁）。

２） 環境中低レベル放射性核種調査

川内原子力発電所周辺及び対照地域におけるトリチ

ウムの吸入等による内部被ばく線量を推定するため，

環境試料中のトリチウムの放射能濃度を調査している。

平成17年度は，大気，海水等50検体について調査を

行った。

調査の結果，環境試料中のトリチウム濃度は低く，

また，トリチウムによる内部被ばくの程度も低いレベ

ルと推定された。

（２） ストロンチウム-90の分析方法の比較検討

ストロンチウム-90の放射化学分析におけるカルシ

ウム分離工程においては，発煙硝酸法で実施してきて

いる。

しかし，発煙硝酸は，取り扱いが難しく，環境への

影響も懸念されることから，近年，分析法が整備され

たイオン交換法への移行を検討すべく，試料の回収率，

測定データ等について，両分析法の比較検討を行った。

その結果，両分析法に，特に有意な差はみられなか

った。

（３） 環境放射能水準調査

フォールアウトによる環境放射能レベルの把握等を

目的として，日常生活に関係する環境試料及び各種食

品の放射能を測定し，放射能分布，生活環境の放射能

汚染を調査している。

平成17年度は，定時降水の全β放射能測定，環境試

料のγ線分光分析による核種分析等を実施した。

結果については，業務概要に記載する（42頁）。

２．２．７ 川内環境監視センター

（１） 大気中放射性物質のモニタリングに関する研究

原子力施設からの予期しない放射性物質の放出によ

る周辺環境への影響の迅速な検知及び周辺住民等の線量

推定，評価に資することを目的として，大気浮遊じん等

に対して，放射性核種のピーク分離が極めてよいゲルマ

ニウム半導体検出器を用いた連続測定の手法を確立する。

平成17年度は，連続測定のための条件設定の検討を行っ

た。詳細は，技術情報に記載する（125頁）。
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